
　令和３年度　地域力向上事業　事後評価

【助成事業】 （単位：円）

実施

状況
東区ら
しさ

達成度
支援の
必要性

費用対
効果

1
東日本大震災から明日へつなぐ防災事業
　～楽しみながら築く防災の輪～
ファミリー防災すごろく「ＫＩＺＵＮＡ」の製作

　特定非営利活動法人
　積志かがやきカフェ

終了 B A A B 250,000
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3

4

5
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合計 250,000

市執行額
（補助金額）

団体名
評価

№ 事業名

地域力向上事業の評価基準について

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価項目 評価及び判断基準

東区らしさ
・事業の実施にあたり、各区固有の人材、資源などを活かせたか。
より発展、強化させることに繋がったか。

事業目的の達成度

・提案時点で掲げた目的をどの程度達成したか。

費用対効果

・市が補助金を支出して支援を行う必要性（財政面で市の支援を必
要とする事業であるかどうか）

・事業実施により得られた効果と、かかる経費のバランスは適切
か。

財政支援の必要性



＜　令和３年度　＞ （　東区　区振興課　）

意見等

本事業は

・大きな災害が発生する前や発生時に、自分の命は、自分で守ること、互いに協力し合うこと等、家族から地域までの
　防災対策、安全、安心なまちづくりの推進の一助となる事業である。

・製作、体験を通して、区内や地域住民の防災意識の向上や自助力、受援力を高める契機となる。

・日頃から行う防災の大切さの共有や地域に根差した防災事業の推進が図られる。

　３）　財政支援の必要性 高い 普通 低い

　４）　費用対効果 高い 普通 低い

　１）　東区らしさ 高い 普通 低い

　２）　事業目的の達成度 高い 普通 低い

総事業費（円） 583,653 補助金額（円） 250,000

評　価

項　目
ランク

A B C

実施団体名 特定非営利活動法人　積志かがやきカフェ

事業の目的

１　被災後に避難する最小単位である家族に焦点を当て、防災への意識、自助力の向上、共助、援助
　の体制づくりを進める。

２　家族で、命の大切さや防災について話し合い、意識、知識、避難の共有化を図る。

３　東区民、地域住民の一層の防災意識の向上を図るとともに、自助力、受援力を高める契機とする。

事業の成果

（内容）

１　実績
　（１）ファミリー防災すごろく「ＫＩＺＵＮＡ」の製作
　　　①期　　　　 間：８月下旬から１２月末
　　　②製 作 部 数：２００部
　（２）ファミリー防災すごろく「ＫＩＺＵＮＡ」の体験
　　　①期　　　  日：  令和４年３月６日（日）

令和４年３月９日（水）
令和４年３月１１日（金）

　　　②会　　  　場：積志協働センター、珈楽庵
　　　③対　　　  象：積志地区在住家族、浜松市内一人参加者
　　　④参   加   者：延べ５５名（３回）
　　　⑤内　　　  容： 作成の趣旨、使い方

「ＫＩＺＵＮＡ」を使ってゲームをしよう
岩手県大船渡市とのオンライン交流

２　事業の成果
　①地域及び住民（子どもを含む）防災意識の高揚
　②災害に強いまちづくりの推進
　③住民としてできる自助と共助、受援力の高揚
　④災害時に役立つ方策、心構え、実行力の育成
　⑤団体としての活動の再確認、地域に根ざした防災事業の推進

助成事業

　事　業　名
東日本大震災から明日へつなぐ防災事業  ～楽しみながら築く防災の輪～
ファミリー防災すごろく「ＫＩＺＵＮＡ」の製作


